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グデータ」 , 「ディープラーニング」 などの言葉が世の中でも話題になっていることから,
この変化は当然のことかもしれない。
学習指導要領及び学習指導要領解説 (数学編 理数編) [2] では,この変化に関して以
下のように述べている。
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図1: 今後の学習指導要領改訂スケジュール
(略)
こうした変化の一つとして,進化した人工知能  (AI) が様々な判断を行った



















学  C が復活した。現行では,数学  B の単元であった 「ベクトル」 が数学  C に移動した
ことが大きな話題となった。大学入試の関係で,数学  B からは,「数列」 , 「ベクトル」 ,
3図2: 内閣府 Society5.0のWeb サイトより
「確率分布と統計的な推測」 の3項目から2項目の選択で実施しており,多くの大学の
入試問題でもそのうち 「数列」 と「ベクトル」 が出題範囲であったために,「確率分布と
統計的な推測」 を実施する学校は少なかった。「ベクトル」 が数学  C に移動したために,








のは,「相関と因果の違い」 , 「仮説検証型アプローチ,仮説探索型アプローチ」 , 「質的



















2.1.2 数学  A




2.1.3 数学  B







2.L4 数学  C





くある。2003年から始まった情報科であるが,当初は情報  A,B,C という3科目からの
選択必履修であったが,現行の課程では,「社会と情報」 , 「情報の科学」 という2科目か
らの選択必履修に変更になり,新学習指導要領では,「情報 I」が必履修科目,その発展
的な科目として 「情報Ⅱ」 が設定されている。




情報 Iの学習内容は,現行の 「情報の科学」 を多少は引き継いでおり,「(1) 情報社会
の問題解決」 , 「(2) コミュニケーションと情報デザイン」 , 「(3) コンピュータとプログラ

























的データ」 , 「量的データ」 の扱いをより詳しく学習する予定である。
またデータクリーニングやテキストマイニングなどについても触れることが明示され
ている。




















情報 II の学習内容は,「(1) 情報社会の進展と情報技術」 , 「(2) コミュニケーションと























































数学 Iに新たに登場する 「仮説検定の考え方」 であるが,米国のカリフォルニアポリ













可視化により問題解決は,Hadley Wickham の 「  R によるデータサイエンス」 を基に
して,データを可視化することで,その奇妙な挙動からいくつもの問題を発見していく
という授業である。
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